
当院の理学療法士田中が読売新聞・安心の設計の紙面にて

フレイル講座・特別編として『室内運動日常を保つ工夫』

という記事を担当しました。
フレイル
「健康」と「要介護」の間にある心身の調子が崩れた状態。「虚弱」を意味する英語「frailty（フレイルティ）」

が語源で、65歳以上の1割が該当し、75歳以上で大きく増えるとされる。
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